
 

会社名  事業所・事業部 

 

 

住所 〒 

TEL  FAX  

 所属部課 氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ） E-mＡＩl   

受講者1    

受講者2    

今後，定期的な案内を希望されない場合，案内方法に×印をお願いいたします。 
（現在案内が届いている方も再度ご指示ください）                      〔 郵送(宅配便) ・ FAX ・ e-mＡＩl 〕 申込専用FAX 03‐5436-5080 

個人情報の利用目的 
  ・セミナーの受付，事務処理，アフターサービスのため 
  ・今後の新商品，新サービスに関するご案内のため 
  ・セミナー開催，運営のため講師へもお知らせいたします 

 

講師からの紹介として､1名につき定価の2割引きでご受講できます。

2名同時申し込み割引との併用はできませんのでご了承ください。 

申込書に必要事項をご記入の上FAXにてお申込みください。 

お申し込み後はキャンセルできませんのでご注意ください。 

申込書が届き次第、請求書・聴講券・会場案内図をお送りします。 

〔講師紹介割引 聴講料２割引き〕 「知財戦略」セミナー申込書  No.002508   2/13 

 

大王製紙(株) 知的財産部 参与 萬 秀憲 氏 

【講演項目】 

1．全社戦略から事業戦略への展開 

【講演項目】 

1．経営の課題を解決する知的財産活動 

2．事業部門の課題を解決する知的財産活動 

3．社内体制の構築 

4．特許網の構築と特許の群管理の工夫 

5．保有特許の価値評価とポートフォリオ管理 

6．特許出願と権利化戦略 

7．事業戦略への活かし方 

【質疑応答】 

★他社よりも先回りし、強くて広い特許権を取得する方法とは！ 
★どのようにパテントポートフォリオを構築し、事業の持続的発展へ繋げるか！！ 

●日   時：2020年2月13日(木) 10:00～17:00 
●会   場：［東京・五反田］ 日幸五反田ビル8F 
          技術情報協会セミナールーム 

※定員になり次第、申込みは締切となります。 

●聴講料：1名につき 60,000円（消費税抜、昼食・資料付） 
  〔1社2名以上同時申込の場合のみ１名につき55,000円（税抜）〕 

セミナー№００２５０８ 

【講演項目】 

1．発明評価 

 1-1．発明評価の考え方と手順 

 1-2．発明評価の大項目 

 1-3．発明評価の詳細項目 

 1-4．技術進化の法則 

2．発明の進化の可能性の評価 

 2-1．Ｓカーブによる業界動向の確認 

 2-2．Ｓカーブの諸段階と発明の数との関係 

 2-3．「電動歯ブラシ」の進化の事例 

 2-4．特定分野の未来を一覧する進化ツリー 

3．特許回避 

 3-1．特許請求の範囲の標準形式 

 3-2．特許された発明の解釈 

 3-3．特許回避の考え方と手順 

 3-4．「芳香剤容器」の特許回避の事例 

 3-5．特許回避のためのオペレータ 

4．発明強化 

 4-1．発明強化の考え方と手順 

 4-2．発明強化のための指針とオペレータ 

5．特許回避と発明強化のハイブリッド戦略 

 5-1．「器具の保護脚」のハイブリッド戦略の事例 

 5-2．ターゲット発明の発明ダイアグラムの作成 

 5-3．不具合予測後の発明ダイアグラムの作成 

 5-4．新しい発明の発明ダイアグラムの作成 

【質疑応答】 

【10:00-13:00】 

【15:30-17:00】 

３．未来を見据えた 
      知財戦略の立案と事業戦略への活かし方 

アイディエーション・ジャパン(株) 取締役 CTO  
シニアコンサルタント 長谷川 公彦 氏 

２．未来を見据えた 
    事業戦略の策定と知財戦略への落とし込み方 

【13:45-15:15】 

１．知財戦略と知財戦術策定のための未来予測の仕方 

〔大学、公的機関、医療機関の方には割引制度（アカデミック価格）があります。
詳しくはお問い合わせください〕 

(株)戦略データベース研究所 代表取締役社長 兼  
(株)知財デザイン 取締役 鶴見 隆 氏 

未来を見据えた 

   知財戦略の策定とその進め方 

 1-1．戦略の三つの段階 

 1-2．全社戦略の役割 

 1-3．事業部戦略の役割 

 1-4．事業戦略の役割 

2．事例紹介 

 事例1．宮崎 輝の全社戦略（旭化成） （全社戦略の事例として） 

 事例2．ベンベルグの事業展開 （事業部戦略の事例として） 

3．事業戦略策定の進め方 

 3-1．事業戦略策定の全体像 

     事業コンセプト設計－商品スペック設計－ビジネスモデル設計 

                    －事業・研究開発・知財計画の立案と推進 

 3-2．各戦略ステップにおける作業内容 

4．知財戦略への落とし込み 

 4-1．事業戦略のサイクルと知財のサイクル 

 4-2．知的財産をどう構築するか？ 

 4-3．研究開発の成果をどう保護するか？ 

 4-4．知的財産をどう活用するか？ 

 4-5．障害他社特許にどう対応するか？  

 4-6．パテントポートフォリオの構築 

 4-7．リチウム二次電池事業化における知財戦略 

【質疑応答】 


